
さつしょぶんされた犬たちが、ゴミと同じように
あつかわれている事を知った女子高生たちが、
しょぶんされた犬たちのほねを土に入れて花を
育てる「いのちの花プロジェクト」の活動を考え
ました。 実話をもとにした物語です。

大きく見えたり、小さく見えたり、かげになった部分
がうっすらとできていたり・・・。
いろいろなかたちを見せてくれる月を、科学てきに
わかりやすくかいせつしています。
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山おくに住むおじいさんが、ワナにかかったつるを
助けてあげました。
その夜、一人のうつくしいむすめが、おじいさんと
おばあさんの家にたずねてきました。
人間に命をたすけられたつるが、自分の羽を
ぬいてぬのをおる、おんがえしの民話です。

３びきのかわいいオオカミは、広い世界に出て
いって、自分たちのおうちを作ることになりました。
でも、オオカミたちの作ったレンガのおうちは、
とんでもなく悪いおおブタがあらわれて、こわして
しまいます。
「３びきのこぶた」をもとにした、楽しい絵本です。

きれいな月がうかぶ春の夜に、はり仕事をしていた
おばあさんのところへ、メガネ売りがたずねて
きました。
よく見えるメガネを買えたおばあさんは、うれしくて
メガネをかけたり、はずしたりしていました。
するとまた、外の戸をトントンとたたく音がして・・・。
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一人でくらすおじいさんがある雨のふる寒い夜に、
戸口に鳴き声が聞こえたので見てみると、やせて
いておなかを空かせた黒ねこのお客さまが来て
いました。
その日は、週にいちど肉とパンを食べるごちそう
の日でしたが・・・。
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「つるのおんがえし」 「月のかがく」
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「としょかんライオン」 「いのちの花」
図書館にライオンが入ってきてしまった日、
みんな大あわてする中でメリウェザー館長は、
しずかにおぎょうぎよくできるなら図書館にきても
いいですよ、とライオンに言いました。
そして、みんなとなかよしになれたライオン
でしたが、ある日とつぜん…。

命は大切なものだけど、人間は自分が生きるために
たくさんの命をうばって食べています。
ときには、自分の命でさえ大切にできなくなるのは、
どうしてでしょう・・・？
感じたり、かんしゃをしたり、ものごとの意味を
よく考えたり、思いやりの心を育ててくれる本です。

「おたすけ屋」の店番をしていた助太のもとに、
ちょっとヘンなおばけの馬がやってきました。
助太にしかできない、たのみごとがあると言うの
ですが、いったいどういうことでしょう？
ヘタレな少年・助太がくり広げる、ぼうけん話です。
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「３びきのかわいいオオカミ」 「ドンマイ!」
冬になって、３年１組の畑はサバクみたいに
なっていました。
新入生や、そつ業生へのおくり物にするため、
みんなで話し合ってチューリップの球根を百こ
畑に植えて、大切に育ててきました。
でも、チューリップがやっと、めを出した時・・・。

「月夜とめがね」 「おばけ、さがさないでください」

「黒ねこのおきゃくさま」 「命はどうしてたいせつなの?」
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おたすけ屋
　助太のぼうけん 1
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